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博士論文内容の要旨及び博士論文審査結果の要旨 
 
博士論文内容の要旨 
 本論文は、5 つの章から構成されており、第 1 章序論には本研究の社会的および
生理学的背景がまとめられ、研究目的と研究仮説が述べられている。加えてこの研
究の倫理的配慮や利益相反に関する記述も順序だてて記載されている。第 2 章では
水中安静時にフォーカスした 3 つ実験が、それぞれの目的、方法、結果、考察、結
論の順に論理性を持って書かれている。さらに、第 3 章では水中運動条件での 5 つ
の実験内容について、第 2 章と同様に論理的記述が展開されている。そして第 4 章
には総括として、研究結果に関する総合的考察、ならびに水温、水位、運動強度、
運動時間、性別それぞれに配慮した水中運動指針が述べられ、最終的に結語で 3 つ
の知見が導き出されたと結んでいる。第 5 章は謝辞となっている。本論文の 3 つの
知見とは、水中安静時、水中運動時の尿量および尿意感は、①水温の影響を受ける
こと、②水圧の影響を受けること、そして③水位に依存して増大することであった。  
 
 
博士論文審査結果の要旨 
 論文および口頭発表は論理的に分かりやすく構成され、専門領域の基礎的知識の
理解と、その領域の国内外の研究動向を十分に把握した内容になっている。研究課
題、ならびに得られた結果のオリジナリティーは評価に値する。さらに、最終的に
現場での応用が可能な運用指針にまでたどり着く研究内容である点も本研究のオリ
ジナリティーを垣間見ることが出来た。この研究では、複数の条件設定で数多くの
実験研究が企画・実行されており、厳選された中にも網羅的な研究成果がしめされ
たものと理解できる。また、研究データの解析結果は正しい評価が行われており、
研究全体を通じて再現性の担保された矛盾のない論理が展開されている。加えて、
研究者としての行動規範を理解した上で研究倫理の遵守にも努めている。研究の一
部は国際学会での発表を通じて優れた評価を受けている。審査の中で、水中運動の
水温の違いによる影響についての検討がなされていない点や、尿量と尿意感の連動
性に関する深い考察がなされていない点についてなど、一部不十分ではないかとの
指摘がなされたが、本論の limitation であろう。今後詳細な時系列的変化について
検討する具体的課題をすでに設定していることから、今後の課題と位置づけた。 
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